
簡易木材防腐処理法「拡散法」について(第 4 報)

アカマツ安らびにカラマヅ丸太を用いての

防腐剤法透試験

Y:H 

1.緒盲

1.".'" 1.1 
1-.1 日百 一 (1)

;Sr\1 1我においては，ぷ散法による防l何処理法をノj、試験片をfl] \，、て子臨ド:J rこ検討し，第 2 ， 3 幸uにおいて

は，含水本別に穆透試!設を行って.各i凶n重の含7]\é与による ì'Ø透状態の中IjJ泣を検討して出!?したが，これら

はいずれも，笑li究室的な規憶と撚{午をもって行った結果であるが，コド突後においては，これらの結果が実

物大のjオを II] \，、て遁11]されうるカ、どうカ、を検討した。すなわち，アカマツおよびカラマツの G 尺丸太をJIJ

いた場合，きわめて1:1:1.、 i多透ホ1;*を得たのでここに報?!?ずる

本実験に{!l!F!lしたカラマツ丸太は浅川分室実，1]対ヰのJ，?-ド技官はじめ多くの人々のご厚情により必供して

いただいたものであり，本実'títは防府研究室全員の協力により行われたもので，これらの人々L刈し厚く

感謝の J立をポするものである

2. 実験

~~\i吹材: アカマ、y 丸太は(](;倒後約 1"1ミ経過したものであるが，その liSJ， -)空気J~L状態まで突然乾燥さ

れたのち， Jkrjlに約 8 カ月間漬けられて，ふたたび充分に7Jてを|吸収した高合水率(辺材合水本がJ l.OO%) 

材であるl カラマツメじたは(l(;fÿrj後 2 ， 3 日を縦7ニ生材である アカマツおよびカラマツ材の形状， 治付

:重，合水率などは Table 1 , 2 に表すとおりである アカマツの場合は1古t r支を完全に剥ぎと 1) ，カラマツ

の場合は -ì'illの材はこl'分うすいt:iilE立を筏したままで実験に{!ちした。

方法: アカマヴ:1";よびカラマ 'Y-j:オはともに Jミ 11径約 5 寸前のもの 2 ~t~ ， 3 、il'r可後のもの 4 木を月Jい，木

材防腐剤粉末(マレニット)と7kを 1 1 に混じた懸河液を村友田に刷毛をJI] \，、て塗付した 訟{，j 後，各

樹置ともにボ口径約 5 寸のもの 1 本と， 3 寸のもの 2 本を 1 組として 2組に分け，その 1組をピニ -i!- の

布をJI] \，、て完全に彼従し，他の 1 組 1土被 1\1せずに，各ffl を宝混 27 C，関係{~li!皮約 70% の ~~r~屋に 1 カrJ

I!JJ技出した。

カラマヅの場合，末口径 5 寸のものは円周の半分の面を剥]皮せず，他の半分のま~O皮した酉とせの彦透状

態を比較した。 r)t1同長および含水率は Fig.1~こ示

す各位置から 2 枚ずつの円盤を採取し，求口から

1, 2 , 3 , 4 , 5 , 6 , 7 の番考を付して，その各円

盤について測定を行ったっ

実!験結果・ 1 カ月後における各樹種の髄線方

(1) 木材部材質改良科防腐研究室員

企川D 111 111 1111111 
耐茄rf-3ocrñゴ cん「 hm→而材l

Fig. 1 円盤採取位置



第 82 号林業試験場{iJl究科i告.-50 ー

向のj安i丞結来は Table 1, 2 のとおりである。

l河ií'!l禄ともにピニ{ル布で被覆した丸太と被裂しない丸太とを比較してみると，前者の丸太はし、ずれも

ぷ好なj琴透を示したが， VJに良いものは.l!1材全部を透過して，さらに心材にまで渉透l_，部分によっては

その:[犬態を示しているのが Table J. , 2 の弗化、1- 夕、-;辺材「打の材の中心まで i主しているものもあったf

比率であって 100% を越しているものは心付にまで法透していることを示すυ このように炎面に塗付した

防関斉IJはほとんど内部に7f;透してしまったため鉄千]時においてはその表団に結晶粉末が多量についていた

のに 1 カ月後の丸太の表面にはもはやその大部分がm失していたりまた，ビニーノL布の内側には水滴が

また，丸太の合水率もあまり斐化し凝縮しており，この中の関係湿度が 100% に近いことを示していた

ていなかった。

しだいに乾燥してこれに反して，ピニ{ル布で‘被縦しない丸太は塗{、.JII J.には高含水率で'あったものも，

1 カ月後には材の合水率は気乾状態に接近しており，表団1に塗付した防防斉IJ もすぐ乾燥して，多量の結晶

粉末が表面に付若したままであった。このために防腐剤の穆透結果も非常に忠く，良好なものでも弗化ソ

{ダで 10mm 程度の穆ì~J長て‘あったζ

カラマ Y の場合，樹皮(京、J5m1n のうすい皮)がある部分と，ない部分との謬透状態には，全く差異が

Table 1.アカマツ丸太彦透試験

一一←ーー一一一←一一一一l 一一一一-----~--- -_--------- 一一一一一一ー一一一「一一一一一
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カラマツ丸太惨透試験Table 2. 

試料 EE号 l 6 
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認められなかったコすなわち，樹皮のない部分の惨j互が非常に良好なものは，樹氏のある部分でもやはり

良好であった

10C1/1の円諜の彦透各 fV: r-~11の円践の j多ìnU長の ffiJにはたいした1'IHí\はないが. No. 1 すなわち一木 1=1より

は a般に他のものよ') 良好な傾向が見られた)

いずれの丸太でも木 I(rm よりの ì~透が測定しがたく. IIJJ確な数値がj，'}られな 11'ったっ

a 
，寸町三考3. 

前報告までのものは拡散法に関して実議室的規模において行った倍来を報告したものであるが，本報告

では実I日試験として実均大のものを使用し，操!ソl二方法もっとめて笥[更な方法を選んで行ったc しかし，て

の彦透試験結果は前報告の場合と同様にきわめて良好であり，実際に拡散法が優秀な防腐処理伝て‘あるこ

とを確認することができた。

本実験結果について考察すると次のとおりであるー

最初防腐剤を塗付するときは，アカマヅは 90~100% の合水率であり，カラマヅは 50~100% の含水
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率で、あったが，半分4ピピニ{ルギ1)で被覆し，他の半分を被砲しないで地積しておくと，被叡したものは，

l カ月後でも含水率の低下が手lzjiii に少なく，被覆しないものは 15~20% まで低下していた。その結果渉

透状態も，前者は非'~li~' に良好であったが，後者は非常にJ出力、った J このことから，初期合水率が高L 、;j;;jで

も被裂が不完全であるか，または全くこれを行わない時は良好な渉透は期待しがたく，安全に被復して，

合水率を低下させないということが， :-;j(方訟においてはし、ヵ)に走硬なことであるかが理併される

カラマツの場合，皮Hの i布分と剥皮した部分との彦:透結来を比絞する主，皮の有無はj多潤長にたいして

影響を与えないことがわかったが，ただ皮があるということは， [:立の部分に薬剤が相当量l吸収され，将来

材が乾燥した場合に剥げてしまうから，それだけ薬剤の決裂が生ずる。それゆえ，できるだけ皮は完全に

剣し、だ方がよいと35・えられる

各位置の円盤の(g!nIHミにはたいして斐イヒは認められないが，ただ阿端の1， 7 の円盤は木口よりのrl;透

/J~ ， 七の円議位置にill しているものは良い結果を示したが，千千イ立Wcにおける差異よりも:1[1'iの有無，心材の

大小の方が， K多j丘柑来に大きな影響を与えているコ木口町よりの1'8透は他の処理法に比べてあまり期待で

きないようであり，この点が欠点と考えれば欠点て、ある ただ，側面よりの穆透が，辺材全部，あるいは

心材までも彦透しているから，木 1I ìf;透が~[I_~ くても防防効果は充分期待できるであろう。

塗付量はrG透にゴド?g'Vこf0科があり，単位面積当りのちた付景が大なる方が穆透が良好である また，丸太

の直径と，塗付量 (glmりと楽斉!JI吸収量 (kglmつの関係は Table 3 のとおりであって， 一般に，同一­

浪漫の薬剤で，同一塗f~量の場合には，直径の大なる丸太はその薬剤l吸収量: (匂1m') はノj、さくなる。 し

たがって，アカマツ，カラザ γ ともに小径木の方がl没JI X:f: が大となり，辺材巾に対する5Ig化ソーダのì，'8ifíll

J去の比率も小径木の方が大なる場合が多い。けっきよし径の犬小により，塗付量を度化させるか，あるい

は薬剤の濃度をきさえて制却する必攻ーがある ρ 実用的には，;1;~斉!Jの波皮を&'えた方が実行しやすいであウト

Table 3. 末口径と塗H量および楽斉!JI吸収量との関係

試;料司?号 81 98 

(末口 f五(州 12.0 12.0 

アカマツ i 詮 {、l 畳 (glm') 193 210 

l吸収卦 (kglm'l) 5.2 5.3 
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試学|制 2 I 3 4 6 

14.5 11.0 8.5 13.5 

カラマツ 付量 (g/m') 246 205 296 193 231 278 

収量 (kg/m") � 1.4 6.6 6.5 5.7 8.4 6.5 

4. 拡散法実施上の注意

i )木材: 拡散法処理を行いうる木材の樹極には，ほとんど制限はないようであるが，いずれにして

も，生材あるいは 50% 以上の含水準の木材を (';l!川せねばならなし、。ただ，注記:すべきことは材全体の平

長治水率よりけ、材表面に近い部分の合水率が重要な国子であって，平均合水率が 50% 以上であっても，

表!日の F')'い間が 30% 以下に低下している:{:;jはあまり好ましくなし、 c 丸太の場合実際的な観察から推定す

るには，材表面iに多少の干割れのあるもの(土，大件、この処却を仔うには不適当な材であると考えてよいと

思う。
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処埋fJtrにはできるだけ剥皮した方が良いが，剥皮し難し、樹種の場合には，薄い皮ならば筏っていてもほ

とんど防腐剤の謬透を阻害しない均、ら，それほど完全に剥皮しなくとも良L 、。ただ，皮があるということ

!ì，防腐剤が皮に相当!吸収されるので， 実質的な材の防腐剤l吸収量は反のないJオより少なくなる。 ゆえ

心，皮のある 1寸 f主ない材ーより，余分に防腐剤を供給する必要がある乞

ii) 附irj~ií!j: 1広故法に使JiJ されるw肉剤は水溶性でなければならない{ただ，木材にl吸着その他の)])

出で，水とともに英深く渉透しえない来月11のみのものはポ.ì0i当である l それゆえ，一般「内にいって，無機

楽河lを主体とした防関剤， たとえば， 邦化ソー〆 (FD系防1前月11) ，硫酸i lJî :îh，硫f附同，域イtîl凶作等を主

瓜分とするならば九い粘J，f~が得られると考えられる。

l切開方Ijと水との混合Jtは， この処Fi!l:去で l土木材・の単位容積当りの防lri~剤の l吸収量を決定する亙要な要素

であるけなんとなれば， 11九l 治(，J または現時1mの浸演によって， l;;j~J制Ij溶液を木材の全表[討に付着させる

j~，j合，その付着量l土木材の断国債の大小にかかわりなく，単位面積当り大休 .LJiiであるから，付着した防

Ifj~ 斉11(í'i'液の 1)1~皮によって，木村の単位容積当 í) の ~1~1守Ij!吸収量が決定されることになる。そこで，丸太およ

び角材を虫色斑する場合，単位容積当りの l吸収長を'定にするためには，丸太の径，角材の断iiJ:i に~工じて，

すなわち，丸太の径，角材のi町田の大なるものは1]、なるものより濃厚な濃度の防腐剤溶液で虫色r4，されねば

なりなし\ ー例として，薬剤[段以量を 3. 15Iig/m'l (FD系防腐剤で， 1. 25% 水溶液で， 注ス章一石当り約

70 kg fこ中 I1 当 1 として，使丹JI坊1肉剤と 7k との混合j ヒを 1 1 とした場合に，丸太の半径を求めると次のよ

うになる c

(1), (2) より

、作径.. ., r，材の長さ... .a, 'j:寸の表面積... .S ，材・の'il:f1~. . . . v 

S=2江戸+21tra = 27tr( r +ョ). . . ，(丸太を円 tì:とみなした場合)....，........， (1)

v=πr'a ......,........................."..,. ( 2 ) 

単位塗n畳(付着量) ....,.. . 250g/間宮 と仮定する主

J塗H長..， .g 

;Z025 
g 3.15 
v 0.5 

0.25S=6.3v 

0.25X2;τr(r+a) =6.37tr'a 

r~a とすれば

r=0.079弓0.08m となる仁

けっきょく，防防庁Ijと水との j昆令比が 1 1 の場合，半径 8α刊の丸太を史JHqlすれば，防腐剤の l吸収景

は 3. 15/，g/m' となる υ

つぎに，これを基準にして丸太の半径が生ったとき，薬剤の濃度あるいは7k との混合比はどのように生

るか計算してみるとつぎのようになる。

半径 r' の時の材表面積...... .S' 

の材容積....... .v' 

グ の塗付量.・ーー・ g'

色二 gr g'=15Lg.. .・ー・・ ・ー・ ・・・ーー・ ・・・ (3)
S S' 

S' _ 27tr'(r' +a) 

S 2πr(r+a) 
r , r'~a とすれば
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S' r'a r' . .. (" ) 
S ra r 

(討を (31 に代入

g'= 工-g ............................ ........(5) 
r 

半径 r， r' の時の~r夜の濃度をそれぞれ Z， z' 主すると，

空=~芋(3 ・ 15)
V V. 

、
》
ノ

<hu/
，l、
、

V
一

v
g
g
 

一
一

,zz 

工ーニ竺~ = r'.: ................................(7) 
1tT"a r" 

(6) に (5) ， (7) を代入

-・・・田. •• •• (8) 

(8) 式は半径問の比と薬剤の淡度との比が等しいことを示している。

薬剤1:吸収量を 3.15 kg/m ，にするためには上記の計算により

r=8cm(2r弓5寸) のとき z=0.5 とすると

各半径に対rc;する薬剤の淡度および水との混合比は Table 4 のようになるノ

Table 4. 丸太の径と来剤濃度

半径 直 径|刺肋濃度(混合比
(r cm) (2r寸) I (zx 1 ∞) I 薬剤:水

cm 寸|%|

12.0 

10.5 

9 

8.0 

6.0 

4.5 

3.0 

8 75 1 : 0.3 

7 66 1 : 0.5 

6 56 1 : 0.8 

5 50 1: 1 

4 38 1 : 1. 6 

3 28 1 : 25 

2 19 1 : 4 
の粗なるものは，平滑なるものより，防関斉11の

付音量が大なることが多いから，同一断面のものでも，粗なるものは平滑なものより幾分濃度はうすくて

材の長さは， 半径に比べてある制度長けれ

ば，半径ほど吸収量に影響を与えないと考えら

1L るり

けっきよし単位面債当りの薬剤l吸収量を一

定にするためには，丸太の径あるい:工角材なら

ばその断i国債にrc;じて防腐剤の出泌が濃度，あ

るいは，水との混合比を適当に受えなければな

らないことが理解ーされるつまた角材の場合，国

もJ:ll.、と考えられる。

iii) 像作: 拡散法処HJlを{子う場合，各操作において n記4、すべきことは以下のとおりである υ

処理を行なわんとする木材は，できるだけ各断面の大きさに応じて分けて，それに適当した波茂の防腐

剤溶液で処理されねばならないG

防腐剤溶液を木材の表面に付着させる前に木材に JKを充分に散付するか，不J 30 分水に漬けて，材表面

を充分にÜl~ らした方が良好な結果を得やすいの

防腐剤結晶粉末左水との j見合比は防関斉1)の;最;が非常に多L 、から，防腐剤じよって完全に7Î\にとけるとは

かぎらず，不問解の結晶粉末が多量に沈殿している場合が多いο そこで， ι の薬液を木材表面に付着させ

る場合， 1費rf、絡を )1]1. 、て，常に良く援押しており品粉末を沈澱させずに，懸、問状!去を{果たせることが大切で

ある。

防Ip!;再IJtff淡を木材・表面に付普させる手段としては， 1受漬， ~を付， 散Hがあるが~断濁液の場合には浸

漬，治{，j がjミい 1'.正j責は，ただ溶液の中に入れて， Kl ち iこだせばよいのであって，その時間は~ìiか数秒で



偲j易木材防腐処Jql法「拡散法」について(第 4 報) (雨宮) - 55 ー

良い'>当主{~の場合は，よく間持した液を局Ij毛で充分塗ることが大切で，援芋l'が不充分であると結晶粉末が

あまり木材に付着しないおそれがある 1 塗{J同数は普通 1 mJで良いν このt呆1'1'を行うさい，各種の断面の

木材があるときには，まず濃い防腐剤持液をつくり，断凶の大なる材から処蹄ーを行い，しだL 、に濃度をう

すめて小さい断iIñの材へ移ってゆくよヲにすれば良い

防腐剤を(，j・ ~r-f させた木材はできるだけ密接して，木口国を同ー方向に技ベてム免債する んの後，ふたた

び木口|函のみ，濃い濃度の防腐剤溶液( 1 ・ 1 以上)で充分に塗付する ι とが望ましい

つぎに，このーは!の木討を防水紙あるいはビニール布で完全に相支援し，その被覆物の下端に士をかけて

木材が乾燥するのをl切ぐーこの状滋で 3 組問~5 .iIt!l1l~1放置する 放託期間は大休 3 週間で相当深くまで渉

透するが，できうれば 1 カ月くらい放置した方が完全て、ある

5. 摘要

アカマツ，カ午マツの 6 尺丸太を)円いて実際I'i'J な規模と操作ニをもって， 拡散法処Jrllを仔ったー すなわ

ち，マレエツトと Jj( とを 1 1 に混じた液を丸太の表面に塗付し. 1 組はビニーノL布で彼復し，他の 1組

は初N:裂せずに 1 カ月 1111. 主混 270 C. 関係泌度約 70% の部屋に放置したっ また，カラマツ材の一部の

材は. 1 本の丸太の二|三分は剥皮し，他。半分は剥皮せずにその彦透状態を比絞した d

アカマヤ 81 カラマツ 2 

アカマツ 173 カラマツ 3 

Phot. 1 アカマツ，カラマツ丸太彦透結果 (黒い部分が防腐剤の穆透しない部分)
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:;定税制見とは，ヒニ{ノレで被被した材では，いずれも防胸斉IJが非%によく ìf;透 L ，村によっていL.材まで

も渉透し，消E\，、材では材の rl~心まで渉透していたものもあった。被犯L ないわj はし、ずれも防腐剤の渉透JE(

く，大休円州国より 10mm 以ドであった J

また， 品広:付きの ì'liりI

てオお占り，皮があっても JJ ìJ(二 l!三交えないことがわかったザ

同←・淡皮の防ir1~月IJ ì'?千液で処U!lした場合，単位[凶積当りの訟{~訟がrftJ じでも，単位容!債当りの薬剤JI吸収量

は丸太の径の大ノj、により，大なるものは少なく，小なるものは大となる泊、ら一定の薬剤i吸収量をうるため

にば，丸太の径に応じて，防腐剤と水との混合J 七を~え， (せの大なるものはと1坊IØ~剤の混合割合を大にし

なければならない仁
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Shozi A~IEßIIYA: Preservation of \司Tood by the Diffusion Process. (lV) 
The penetrating test of a preservative on the rouncl timbers of Akamatu and Karamatu. 

R黌um� 

I<ound timbers (the length is about G feet) of Akamalu (Pinus densiflora) ancl Karamatu 
(Larix kaemPferi) were practically treated by means of the diffusion process in this study. 

The preservative used in this study was Malenit. The ratio by which water and Malenit 
is mixed is 1 ・1. The mixture of water and Malenit was brushed on the surface of rouncl 
timbers; then the timbers were divided i口to two groups, and one group was covered with 
vinyl sheet and the other was not covered. They were kept in the room at 21' C and where 
relative humidity is about 70% in a month. 

The round timber of Karamatu having a length of 6 feet was barked on lhe half circum. 
ference , and on the other half circumference was not barked. Ancl the penetration of the 
preservative in each part was compared. 

The results obtained are shown in T旦ble 1 and 2. The penetration of the preservative 
on the timbers which were covered with vinyl sheet was consid鑽able. The s口diumfluoricle
in Malenit on some of the timbers penetrated from the side into the he呂rtwood through the 
sapwood , and penetrated into the center of the heartwood on the timbers of small cliameter. 
The penetration of the preservative on the timbers which were not covered was not so deep. 
The clepth penetrated by socliumfluoride from the side was below 10 mm. 

The penetr旦tion from the surface w hich was not barkecl was about the same as th旦t from 
the surface which was barked. The results indicate that the bark does not prevent pene 
tration of the preservative, if the bark is thin. 


